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LC と GCの比較

極性

高極性
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LCとは？

• 液体クロマトグラフィ（LC）は以下を行う分離分析法です。

注入は小さな粒子（固定相）が詰まっている管に行います。

個々のサンプル成分は、ポンプからの高い圧力によって

カラムに送られます。

液体（移動相）と共に充填管（カラム）を下っていきます。

• これらのサンプル成分は、その分子とカラム充填剤の粒子の間で

起こる様々な化学的、物理的な相互作用によって分離していきます。

• こうして分離された成分は、管（カラム）の出口で成分量の
計測装置（検出器）を通って検出されます。

• この検出器からの出力が、液体クロマトグラムと呼ばれるものです。
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固定相- stationary phase

試料- sample

移動相- mobile phase

溶出液

カラム- column

LCの概念図
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ポンプ
移動相を送液する
定流量ポンプ

試料導入部
連続分析にはオートサ
ンプラを利用

恒温槽
カラムの温度を
一定に保つ

カラム
成分を分離する

検出器
成分を検出する

データ処理装置
クロマトグラムの記
録、解析に使用する

LCの装置構成
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クロマトグラム

注入

to

T１

強度

時間

T２

to – 保持されないピークの溶出時間
tR- 保持時間 – サンプルを時間で同定

面積または高さ
（成分量に比例）


